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５. Coxa Brevaに対する THAのＸ線学的評価 
― CroweⅠ型に対する THAとの比較検討―
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することがある．今回，片側性の coxa breva に対する
THAのＸ線学的検討を行い，片側性のCroweⅠ型 DDH
と比較することでその特異性を明らかにすることを目的と
した．【対象】対象は，当院にて trilogy cup，trabecular 










討も行った．【結果】術前の native acetabular offset は，
Group１が有意に大きかったが，内方化距離が大きいため，
術後 acetabular offset は１，２ともに健側とほぼ同じく再
現されていた．術後の total offset に有意差は見られなかっ
たが，femoral offset は Group１で有意に小さかった．引き
下げ距離は，Group１ 20.3㎜，Group２は12.3㎜（p＜0.01）





果，horizontal offset は再建されているが low neck cut の
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　膝関節における骨壊死は大部分が大腿骨内顆に発生し二
次性以外のものは特発性骨壊死と呼ばれているが，1968年
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11. TKA再置換術後 Lewis-Rorabeck分類 typeⅢの
骨折を受傷し再々置換術を施行した一例
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た．同年12月に転倒し Lewis-Rorabeck 分類 typeⅢの骨折
を左膝に生じ ZIMMER社製Nexgen LCCK system で再
置換術を施行した．その後も数度転倒を繰り返していたが，
2012年２月に転倒した際再度左膝に Lewis-Rorabeck 分類
type Ⅲの骨折を生じたため LCCK systemを用いて再々
置換術を施行した．【考察】Pressfit 型 stemを使用して大
腿骨側の再置換術を施行した場合，転倒し骨折を受傷した
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